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問 題 提 起

 舞 踊 人 類 学 は,60年 代 に レー ル が ひ か れ,70年

代 に活 発 に な った,と い う石 福 恒 雄 氏*1の 指 摘 が

ある。 そ こで 本稿 で は,こ の60～70年 代 を 中心 に,

ナ イジェりア に 関 す る舞 踊 人 類学 の動 向 を さ ぐり,

今 後 の舞 踊 人 類学 の研 究 の一 指標 を得 よ う とす る

もの で あ る。

 研 究 手 順 と して,(1)ナ イ ジ ェ リア に定 住 して い

る研 究 者 の研 究 動 向,次 に(mナ イジェリア に定 住 し

て い な い外 国 人 研 究 者 の研 究動 向 を検 討 した い 。

これ は,両 者 の研 究 成 果 を分 析す る こ と に よ り,

舞 踊 人 類 学 研 究 の新 しい 視点 が,明 確 化 で き る と

思 わ れ るか らで あ る。

 (D 定 住 研 究 者 の 研 究 動 向

 60～70年 代 の ナ イ ジ ェ リア に お け る舞 踊 の学 問

的 研 究 は,一 般 的 に は,祭 りや宗 教,儀 式 等 の一

要 素 と して 記 述,検 討 され て い る。

 例 え ば,E.イ ドウIdowu*2に よれ ば,厳 粛 な儀

式 や 祈 り,祭 りに は,踊 る場 所 が あ り,そ の時 の

踊 り は,ス テ ップ が 決 ま って いて,音 楽 の リズ ム

に 呼 応 しなが ら感情 を た か め て い く(P。115)と さ

れ る。 ま た,F.ア ウ ォ ラルAwolalu*3は,舞 踊 は

礼 拝 す る時 の一 要 素 と考 え,礼 拝 の 行 為 は,1)礼

拝 式 … 祈 りや 音 楽,舞 踊 も含 む,2)犠 牲,3)礼 拝

を 司 る人,4)神 聖 な場 所,と4分 類 され(P.99),

礼 拝 の舞 踊 は,神 々 に よ って 決 ま った形 式 を とり,

それ は象 徴 的で,し ば しば神 聖 な もの の再 現 で あ

る,と され る 。 両者 に お い て舞 踊 自体 の 構 造 や 機

能 分 析 は あ ま りな され て い な い。

 舞 踊 が比 較 的 と りあ げ られ て い る 「ナ イ ジ ェ リ

ア マ ガ ジ ン」*4を み て み る と,60年 代 で はR.ホ ー

トンHorton*5?セ 客 と して の 神 々", U.バ イ ヤー

Beier*6更 璽ア グ ボ ー ダ ンサ ー", P.ス テ ー ブ ン ス

Stevens* オ リ シ ャ ン ラ祭 り"(以 下,文 献 一

覧*8～10)。

 70年 代 で は,A.ユ ス フYusufu*1 アル グ ン グ

祭 り",E.モ ロフ ンフ ォ ラMorohun fora*12喫 璽イ

グ ビラ文 化 一 エ ク祭 り",0.フ バ ラFubara*13
璽Qオウ ・アル サ ン祭 り"(以 下,文 献 一 覧*14～ユ6)。

これ らの多 くが,様 々 な町 や 村 に お け る祭 りの ス

ケ ジュ ー ル を た ど りな が ら,そ の 中 で 踊 られ る舞

踊 を 短 く言 及 して い る 。 これ らは あ くまで 祭 りが

研 究 の 中 心 で あ るが,舞 踊 を研 究 課 題 の 中心 にす

え た研 究者 に,P.ハ ーバ ーHarperが い る。

 ハ ーバ ー は,イ フ ェ大 学 で 舞 踊 の研 究 に従 事 し

(現 在 は英 国 在 住),前 述 した 「ナ イ ジ ェ リア マ

ガ ジ ン」に も執 筆*10し,又,イ フ ェ大 学 の研 究 雑

誌 「オ ドウOdu」*17に お いて も ヨル バ の ひ とつ の

村 イ ジ ョで行 な われ た デ レデgelede儀 式 に焦 点 を

あ て,そ の 中 に み られ る舞 踊 の機 能 を考 察 して い

る ○

 例 え ば,ゲ レデ儀 式 にお いて は,そ の村 にお け

る女 性 観 や ヨル バ の 神 々 につ いて 触 れ,そ こに み

られ る舞 踊 の動 作 は,日 常 動 作 と深 くか か わ りあ っ

て い る と い う。 例 え ば,イ ジ ョの 村 人 は,頭 上 で

物 を 運 ぶ た め,胴 体 は ま っす ぐで少 し前 傾 し,腰

は 強 く,膝 が 曲 が って い て少 しはず み を つ けて 歩

く○ これ が 舞 踊 の 基 本 姿 勢 とな って い る(P.69～

70)。 また 男 性 は 力 強 く,威 厳 が あ るよ うに腕 や

胴体 を 振 るの に対 し,女 性 は フ ッ ト ・ワー ク の動

作 が 多 く,男 性 よ り も っ と流 れ るよ うに 踊 る等 踊

りに も男 女 間 の性 差 が浮 き ぼ りに され て い る○ こ

う してハ ーバ ー は,舞 踊現 象 の詳 細 な文 章 記 述,

歌 詞 内容,太 鼓 や 仮 面 の説 明 を 加 え な が ら,こ れ

らの儀 式 に よ って人 々 は,日 々の 生 活 の ス トレス

や抑 圧 を軽 減 し,日 常 生 活 の バ ラ ンス を 保 と うと

して い る と した 。最 後 に ナ イ ジ ェ リア の社 会 にお

け る舞 踊 は,反 復 を基 本 に した表 現 行 動 に よって,

村 人 の 身体 と心 と感 情 を統 合 し,ト ラ ンス的 状 態

を つ く りだ し,宗 教 的 移 入 を うなが す 重 要 な 要 素

で あ る と結 論 づ けて い る。(P.91)

 (m 定 住 して い ない 外 国 人 研 究 者 の研 究 動 向

 舞 踊 を村 人 の思 考 法 や 世 界 観 との 関 連 で,精 緻

に検 討 したJ.ハ ンナHaDnaと,舞 踊 現 象 を理 解 し

や す い グ リ フ ノー テ ィ シ ョンで 分 析 したJ.ケ ア リ

ノホ モ クKealiinohomokuを と りあ げ て み た い。

 J.ハ ンナ*18は,ウ バ カ ラ(イ ボ 族)の 舞 踊 を

フ ィー ル ド ・ワー ク したが,ウ バ カ ラのi舞踊 は,

喜 び や共 通 認知 や 価 値 の再 強 化,社 会 的 結 束 の 再

認 識,緊 張緩 和 の ため に踊 られ る,と した(P.163)。

ハ ンナ の研 究 で は,舞 踊 の 中 に表 現 され て い る①

5つ の世 界 観 の原 則,② 社 会 的 事 件 に対 す るパ ラ

ドックス 的考 え方 の潜 在 性,③ 舞 踊 の コミュニケ ー

シ ョ ン;言 語 的特 性 を 持 っ た サ イバ ネ テ ィ ックな

舞 踊 の可 能 性 とい う三 点 を 中 心 に 論が 展 開 し,そ

れ らが舞 踊 に ど の よ うに反 映 して い る のか を 検 討

して い る。

 ま たJ.ケ ア リ ノホ モ クKealiinohomoku*19は,

機 能 や 形 式,意 味,物 質 文 化 等 にお け る変 化 は,

学 習 され た行 動 には あ ま り影 響 を 与 え て いな いの

で は な いか,と い う仮 説 を た て,奴 隷 と して 売 買

され た子 孫 の ア フ ロ ア メ リカ ン と,ヨ ル バ 人 の 舞

踊 を 比 較,検 討 した 。 ケ ア リ ノホ モ ク は,実 際 に

ヨル バ で フ ィール ド・ワー クに 従 事 したか っ たが,
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舞踊フィルムを通 して, アフ リカの舞踊特性を抽

出 し, 南部のアフロアメ リカンにアフリカ的要素

が強 く, アフリカニズムは, 日常動作より舞踊の

動作に強くあらわれるとした。(P. 161)

紙面の関係上, ここでは言及できないが, コレ

オメトリックスという舞踊計量学を唱えたA. ロ-
マックス Lomax*20, 音楽的見地か らA. キング

King*21等 がいる。

結 語

今まで, ナイジェリアに関する舞踊人類学の動

向をみてきたが, 現地に定住しながら行なったハ-
パーの研究は, ある限られた社会とその社会にお

ける舞踊とのかかわりを検討するケ-ス ・スタディ

であり, その研究の価値がでて くるのは, 同じよ

うな視点でなされた研究が数多 く報告されゴナイ

ジェリアの舞踊にっいて一般化できる時である。

そしてまた, フィール ド・ワークによる外国人研

究者; ハンナのような精緻に考察された人々の思

考法, 世界観を加味 し, 文章記述ではわか りにく

い舞踊現象をケアリノホモクのような記述法を用

いることによって, ある社会の舞踊の全体像が浮

きぼりにされると思われる。

このように今後の舞踊人類学は, 現地研究者と

外国人研究者の国際的, 学際的協力を通 して, ま

た, 関連諸分野の精緻な方法論の検討によって, 

新 しい研究の指針が得 られるであろう。
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